
「
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
元
年
」

平
昌
五
輪
が
契
機

相
互
交
流
に
弾
み

ス
ポ
ー
ツ
振
興
で
連
携

「
観
光
ベ
ル
ト
」形
成

交流人口万人時代の日韓関係
韓
国
観
光
公
社

鄭
　

昌
洙
社
長
に
聞
く

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
　
本
社
・
積
田
朋
子
社
長
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観光業界の発展を誓う鄭社長（左）と積田本社社長

「
平
昌
冬
季
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
準
備
は
進
ん
で
い
る
」
と
鄭
社
長

　
積
田
　
日
本
の
自
治
体
、

団
体
、
企
業
な
ど
観
光
関
係

者
に
期
待
す
る
こ
と
、
連
携

で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
鄭
　
世
界
の
観
光
客
の
流

れ
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
減

り
、
東
北
ア
ジ
ア
が
増
え
て

い
る
。
観
光
客
の
過
去

年

間
に
お
け
る
１
年
あ
た
り
の

増
加
率
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
３

％
、
東
北
ア
ジ
ア
は
６
・
６

％
と
約
２
倍
増
え
て
い
る
。

増
加
率
を
上
げ
る
た
め
に
努

力
は
必
要
だ
が
、
東
北
ア
ジ

ア
で
は

年
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

年
に
東

京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、


年
に
北
京
五
輪
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
ス
ポ
ー
ツ
の
メ

ガ
イ
ベ
ン
ト
が
続
く
。
ア
ジ

ア
地
域
で
隣
の
国
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
で「
観
光
ベ
ル
ト
」

を
形
成
し
、
欧
米
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
国
か
ら
観
光
客
を
呼

ぶ
良
い
機
会
だ
と
思
う
。
韓

日
中
な
ど
隣
国
が
連
携
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
超
え
る
地
域

を
目
指
し
た
い
。
例
え
ば
、

観
光
ベ
ル
ト
を
利
用
し
て
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
大
勢
の
観
光
客
が
世
界

か
ら
来
て
、
帰
り
道
に
は
韓

国
に
も
寄
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
る
と
良
い
と
思
う
。

　
積
田
　
韓
日
だ
け
で
な

く
、
世
界
の
人
が
観
光
の
際

に
両
国
を
訪
れ
る
よ
う
に
な

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
鄭
　
韓
国
側
か
ら
日
本
人

を
受
け
入
れ
る
態
勢
を
着
々

と
準
備
し
て
い
る
。
今
ま
で

は
ソ
ウ
ル
、
釜
山
、
済
州
な

ど
は
多
く
の
人
が
訪
れ
た
と

思
う
。

年
か
ら
韓
国
観
光

公
社
で
準
備
し
て
い
る
の

は
、
百
済
の
歴
史
関
係
の
地

域
や
江
原
道
、
全
羅
南
道
な

ど
、
地
方
の
魅
力
あ
る
観
光

地
を
中
心
と
し
た
旅
行
商
品

を
開
発
し
て
い
る
。
現
在
は

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
活
用
し
た
通

訳
、
精
算
な
ど
の
シ
ス
テ
ム

を
開
発
し
て
お
り
、
今
年


月
か
ら
は
実
際
に
利
用
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ

う
な
便
利
な
ツ
ー
ル
を
活
用

で
き
る
旅
行
商
品
も
今
後
発

表
し
て
い
く
。

　
積
田
　
海
外
旅
行
は
よ
そ

の
文
化
を
知
り
、
ま
た
学
ぶ

こ
と
が
大
切
だ
。特
に
若
者
、

女
子
旅
、
修
学
旅
行
の
双
方

向
の
旅
行
が
多
く
な
れ
ば
、

真
の
友
好
関
係
が
築
く
こ
と

が
で
き
、
韓
国
と
日
本
の
交

流
の
拡
大
が
図
れ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
鄭
　
修
学
旅
行
な
ど
青
少

年
交
流
は
大
事
だ
と
思
う
。

韓
日
で
は
多
く
の
姉
妹
協
定

や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
も
多

く
あ
っ
た
が
、

年
の
竹
島

問
題
か
ら
減
っ
た
と
き
が
あ

っ
た
。
過
去
に
和
歌
山
の
学

園
の
理
事
長
か
ら
、
「
子
ど

も
た
ち
が
韓
国
に
行
く
の
が

恐
ろ
し
い
」
と
言
っ
て
い
る

と
聞
い
て
驚
い
た
。
実
際
に

韓
国
の
国
民
の
感
情
と
し
て

は
悪
い
感
情
は
な
い
と
訴
え

た
い
。
女
性
に
は
、
エ
ス
テ

や
化
粧
品
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
、伝
統
市
場
で
の
食
体
験
、

韓
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
商
品

と
し
て
作
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

し
て
い
る
。
現
在
、
日
本
で

は
、
朝
鮮
危
機
の
報
道
が
過

熱
し
て
い
る
が
、
韓
国
内
で

は
何
も
起
こ
っ
て
な
い
し
、

悪
い
雰
囲
気
を
払
拭
で
き
る

よ
う
に
努
力
し
た
い
。
私
が

日
本
で
Ｐ
Ｒ
を
す
る
た
び
に

言
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

「
東
京
五
輪
の
成
功
の
た
め

に
平
昌
五
輪
を
成
功
さ
せ

る
」
だ
。
日
本
か
ら
平
昌
に

大
勢
来
る
と
、
韓
国
か
ら
も

東
京
に
は
必
ず
大
勢
訪
れ

る
。

　
積
田
　
五
輪
を
通
じ
た
双

方
向
交
流
は
必
要
で
、
必
ず

成
功
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
鄭
　
ぜ
ひ
、
平
昌
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
あ
る
来

年
は
、
希
望
と
し
て
日
本
か

ら
５
０
０
万
人
は
来
て
ほ
し

い
。
「
難
し
い
と
き
に
手
伝

っ
て
あ
げ
る
の
が
本
当
の
友

達
」
だ
と
思
っ
て
い
る
。
熊

本
地
震
の
と
き
韓
国
か
ら
は

応
援
ツ
ア
ー
で
日
本
に
行

き
、
麗
水
万
博
の
と
き
な
ど

に
は
日
本
か
ら
韓
国
へ
多
く

の
人
に
来
て
も
ら
っ
た
。
今

は
、
韓
国
と
中
国
の
関
係
が

完
璧
な
状
態
で
な
い
。
日
本

に
は
今
の
状
況
を
ど
う
か
手

伝
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
韓

国
の
治
安
は
世
界
か
ら
見
て

も
と
て
も
安
全
だ
。
朝
鮮
半

島
の
危
機
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

よ
う
な
テ
ロ
は
今
だ
か
つ
て

起
こ
っ
た
こ
と
は
な
い
。

　
積
田
　
平
昌
五
輪
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
す
ぐ
そ
こ
ま

で
来
て
い
る
。
開
催
に
向
け

て
、
韓
日
が
一
緒
に
な
っ
て

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
予

定
は
あ
る
の
か
。

　
鄭
　
現
在
、
韓
国
観
光
公

社
本
社
、
日
本
支
社
、
日
本

の
観
光
庁
、
日
本
旅
行
業
協

会
（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
）
、
全
国
旅

行
業
協
会
（
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
）
が

共
同
で
韓
国
と
日
本
の
都
市

な
ど
を
巡
る
観
光
商
品
の
造

成
を
進
め
て
い
る
。今
後
は
、

欧
米
に
対
し
て
一
緒
に
観
光

商
品
を
売
り
込
ん
で
い
き
た

い
。

　
積
田
　
ほ
か
に
、
韓
国
観

光
公
社
と
し
て
日
本
で
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
予
定
は
あ

る
の
か
。

　
鄭
　
韓
国
観
光
公
社
の
取

り
組
み
と
し
て
、
日
本
は
羽

田
空
港
国
際
線
、
韓
国
は
金

浦
空
港
で
広
報
館
を
展
開
し

て
い
る
。
今
後
は
大
阪
、
京

都
、
九
州
、
北
海
道
な
ど
の

場
所
で
広
報
活
動
を
展
開
し

て
い
き
た
い
。

　
積
田
　
最
後
に
、
日
本
は


年
に
大
阪
万
博
の
開
催
地

と
し
て
立
候
補
し
て
い
る
。

韓
日
が
一
緒
に
協
力
し
て
開

催
が
で
き
れ
ば
と
思
う
が
、

ど
う
お
考
え
か
。

　
鄭
　
韓
国
文
化
体
育
観
光

部
は
全
面
的
に
支
援
す
る
と

言
っ
て
い
る
。
韓
国
観
光
公

社
で
も
も
ち
ろ
ん
支
援
し
て

い
く
。
二
階
幹
事
長
が
麗
水

万
博
で
多
く
の
日
本
人
を
連

れ
て
来
ら
れ
た
よ
う
に
、
多

く
の
韓
国
人
を
日
本
に
連
れ

て
い
き
た
い
。

　
積
田
　
２
０
１
８
年
２

月
、
平
昌
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
控
え
、
い
ろ
い
ろ

な
施
設
の
準
備
で
韓
国
の
観

光
も
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る

が
、
観
光
政
策
を
踏
ま
え
な

が
ら
今
の
韓
日
交
流
に
お
け

る
課
題
、
進
路
を
お
聞
き
し

た
い
。

　
鄭
　
前
の
韓
国
の
政
府
の

時
代
は
難
し
い
と
き
も
あ
っ

た
が
、
文
在
寅
政
権
で
は
韓

日
の
友
好
関
係
を
進
め
た

い
。
観
光
協
会
も
含
め
関
係

を
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
だ
と
感
じ
て
い
る
。
韓
国

と
日
本
の
間
に
は
歴
史
の
問

題
な
ど
も
あ
っ
て
、
簡
単
に

解
決
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

し
か
し
、
政
治
的
な
問
題
は

別
に
し
て
、
民
間
の
交
流
を

活
性
化
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
民
間
交
流
と
し
て
、


年
の
麗
水
万
博
、

年
の
訪

韓
団
、
先
頃
は
３
６
０
人
が

訪
韓
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ

の
意
味
で
も
、
韓
国
の
観
光

業
界
が
難
し
い
時
期
を
迎
え

た
と
き
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
、
民
間
交
流
を
増
や
す
努

力
を
さ
れ
て
い
る
自
民
党
の

二
階
俊
博
幹
事
長
に
は
感
謝

し
尊
敬
し
て
い
る
。

　
積
田
　
韓
国
と
日
本
は
歴

史
、
文
化
な
ど
相
通
じ
る
こ

と
が
多
い
。
観
光
交
流
も
昨

年
７
３
９
万
人
と
な
っ
た
。

観
光
交
流
人
口
１
千
万
人
の

目
標
を
掲
げ
て
い
る
が
、
達

成
す
る
に
は
何
が
必
要
だ
ろ

う
か
。

　
鄭
　
た
ぶ
ん
今
年
中
に
１

千
万
人
は
達
成
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。
１
～
４
月
ま
で

の
デ
ー
タ
で
は
、
訪
韓
し
た

日
本
人
観
光
客
が
約

万

人
、
日
本
を
訪
れ
た
韓
国
人

が
約
２
２
０
万
人
で
、
す
で

に
３
０
０
万
人
を
超
え
て
い

る
。
韓
国
人
が
日
本
に
多
く

訪
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

韓
国
観
光
公
社
の
社
長
と
し

て
う
れ
し
く
思
っ
て
い
る
。

今
は
、
日
本
を
訪
れ
た
韓
国

人
が
韓
国
内
の
観
光
産
業
の

改
善
点
に
つ
い
て
声
を
挙
げ

て
お
り
、
観
光
産
業
の
発
達

に
役
に
立
っ
て
い
る
。
韓
日

関
係
が
持
続
的
に
発
展
す
る

に
は
、
交
流
人
口
の
割
合
が

か
た
よ
っ
て
は
い
け
な
い
。

ぜ
ひ
日
本
か
ら
も
多
く
の
人

が
来
て
ほ
し
い
。

　
積
田
　
民
間
の
観
光
交
流

が
続
く
こ
と
で
、
韓
国
と
日

本
の
関
係
が
良
く
な
っ
て
い

く
。
今
後
、
日
本
か
ら
の
訪

韓
が
増
え
て
い
く
た
め
に
観

光
経
済
新
聞
で
も
交
流
を
促

し
て
い
く
。

　
鄭
　

年
は
じ
め
に
初
め

て
二
階
幹
事
長
に
会
っ
て
、

韓
日
の
発
展
の
た
め
に
何
が

必
要
か
と
聞
か
れ
た
。
そ
の

時
は
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は

客
観
的
で
は
な
い
と
答
え

た
。
当
時
の
韓
日
で
の
懇
談

会
で
「
韓
国
に
行
く
と
危
な

い
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
の

意
見
が
多
く
あ
っ
た
。
日
本

国
内
で
は
「
こ
の
時
期
は
危

な
い
」
、
韓
国
国
内
で
も

「
良
く
な
い
雰
囲
気
」
と
い

う
報
道
も
多
く
あ
り
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
て
い
た
。
実
際
に

は
、
歴
史
や
領
土
に
関
す
る

問
題
の
報
道
は
あ
る
が
、
韓

国
人
が
日
本
人
に
対
し
て
の

悪
い
感
情
や
報
道
は
ま
っ
た

く
な
い
。
街
を
歩
い
て
い
て

も
、
韓
国
人
は
日
本
人
観
光

客
を
見
て
、
親
切
で
あ
り
優

し
い
と
こ
ろ
に
と
て
も
良
い

感
情
や
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

い
る
。

　
積
田
　
こ
の
よ
う
な
時
期

に
こ
そ
観
光
が
必
要
。
「
観

光
は
平
和
へ
の
パ
ス
ポ
ー

ト
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

互
い
の
国
の
歴
史
、
文
化
を

知
り
あ
う
こ
と
は
長
い
目
で

見
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
相
乗
効

果
を
生
む
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
来
年
に
開
催
さ
れ
る

平
昌
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
契
機
に
「
観
光
・
ス
ポ

ー
ツ
交
流
元
年
」
を
テ
ー
マ

と
し
韓
日
交
流
に
弾
み
を
つ

け
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、

観
光
と
ス
ポ
ー
ツ
の
結
び
付

き
に
つ
い
て
は
進
ん
で
い
る

の
か
。

　
鄭
　
韓
国
で
は
観
光
と
ス

ポ
ー
ツ
が
連
携
し
て
い
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員

会
、
江
原
道
、
韓
国
観
光
公

社
が
一
緒
に
な
り
、
平
昌
五

輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成

功
の
た
め
に
努
力
し
て
い

る
。
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
す
る

組
織
委
員
会
は
、
た
だ
競
技

を
見
る
だ
け
で
な
く
、
周
り

の
観
光
ル
ー
ト
開
発
や
旅
行

会
社
と
連
携
し
て
観
光
ツ
ア

ー
の
販
売
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
江
原
道
に
は
イ
ン
フ
ラ

が
ま
だ
不
足
し
て
い
る
が
、

今
は
着
々
と
開
発
を
進
め
て

い
る
。
ほ
か
に
、
外
国
語
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
募
集
も
行
っ
て
い

る
。

　
積
田
　
多
く
の
韓
国
人
は

都
市
を
訪
れ
る
人
が
多
い

が
、
日
本
の
温
泉
地
に
も
訪

れ
て
ほ
し
い
。
韓
国
と
日
本

の
文
化
は
似
て
い
る
と
思

う
。
韓
国
の
オ
ン
ド
ル
（
床

暖
房
）
と
日
本
の
畳
文
化
は

共
通
点
が
多
く
安
ら
ぐ
と
思

う
。

　
鄭
　
私
は
小
さ
い
頃
は
畳

で
生
活
を
し
て
い
た
。
冬
は

寒
い
の
で
、
お
湯
を
入
れ
た

ボ
ト
ル
を
布
団
に
先
に
入
れ

て
温
め
て
い
た
。
お
風
呂
も

日
本
式
で
薪
を
使
っ
て
い

た
。
文
化
は
似
て
い
る
し
安

ら
ぐ
と
思
う
。
私
も
日
本
の

温
泉
に
は
よ
く
行
き
、
と
て

も
良
か
っ
た
と
覚
え
て
い

る
。

　
日
本
と
韓
国
の
観
光
交
流
は
、
２
０
１
５
年
に
国
交

正
常
化

周
年
を
迎
え
る
な
ど
、
重
層
的
で
未
来
志
向

の
協
力
を
進
め
て
い
る
。
日
韓
の
交
流
人
口
は
、

年

に
５
０
０
万
人
を
突
破
し
、

年
に
は
７
３
９
万
人
が

往
来
。
目
標
と
す
る
１
千
万
人
も
目
前
と
な
っ
た
。


年
６
月
に
は
、
日
韓
観
光
・
経
済
交
流
団
３
６
０
人
が

全
羅
南
道
の
木
浦
を
訪
れ
る
な
ど
の
交
流
が
実
施
さ
れ

た
。

年
は
韓
国
の
平
昌
で
冬
季
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
双
方
向
交
流
の
気
運
が
一
段
と
盛

り
上
が
り
そ
う
だ
。
韓
国
で
は
現
在
、
平
昌
五
輪
を
控

え
て
鉄
道
や
道
路
、
施
設
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
。
そ

こ
で
観
光
経
済
新
聞
で
は
、
平
昌
冬
季
五
輪
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
「
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
元
年
」

に
し
よ
う
と
、
韓
国
の
観
光
開
発
を
推
進
し
て
い
る
韓

国
観
光
公
社
（
韓
国
・
ソ
ウ
ル
市
）
を
訪
れ
、
日
韓
観

光
交
流
の
現
状
、
今
後
の
交
流
拡
大
へ
の
取
り
組
み
の

方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
同
社
の
鄭
昌
洙
（
チ
ョ
ン
・
チ

ャ
ン
ス
）
社
長
に
単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。


